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水位観測井にみられる昨今の地下水位の動向

～地質調査所水位観測記録によるん

1.まえがき

これまで地盤沈下地域として｢工業用水法｣などの地

下水採取の規制が適用されてきた川崎市内の川崎駅付

近を中心とした周辺地域に昭和45年から50年までに

1cmから4cmにおよぶ地盤の隆起が認められた.こ

のような急速な地盤の隆起現象から地震予知連絡会は

昭和49年の暮に近い将来｢川崎市内に直下型地震カミ

発生する恐れカミある｣と発表した.昭相50年2月28目

付の朝目新聞によると地盤の異常隆起カミ生じた昭和45

年頃から地下水位も急速に上昇した.そして地下水

位上昇値は川崎区にある田島観測井で過去7年間に

12工nを示したのをはじめ直径10k㎜におよぶ周辺で

2.5m以上を示したという.さらに水位上昇地域は

地盤の異常隆起地域と重なっていることから地震予知

連絡会は｢地盤隆起と地下水位の急上昇は明瞭な関係が

ある｣との判断を示した.しかしながら地殻深部か

らの地下水の上昇は地震と密接な関係があることから

この関係を明確にするために川崎付近において各種

の調査研究の実施カミ造められている.川崎付近に生じ

た異常な水位上昇を契機に地下水位に関心がもたれ

その後発刊された新聞紙上では東京大学構内にある観

測井および千葉県においても地下水位が急速に上昇し

た例が報じられた.

尾崎次男

地質調査所は昭和50年4月現在全国各地にある95ヵ

所の井戸について地下水位の経年観測を実施している.

これら観測井における最近の地下水位観測記録によると

一部地域に地下水位低下の進行速度が従来にくらべて緩

慢にたったりあるいは地下水位カミある時期から急速に

上昇する現象が認められている.そこでここに観測

結果のうちから二三の実例を示して紹介したい.

2.各地の観測井における地下水位

2･1川崎市

第1図に2月28目付の新聞紙上にのった川崎市内

に生じた地下水位の上昇値とその分布を示した.地質

調査所は多摩区生岡および宿河原･中原区木月および

幸区鹿島田などにある合計5ヵ所の井戸について昭

和33年8月以降地下水位の経年観測を実施してきた.

川崎市内の地下水位については別に報告する予定狂ので

ここでは鹿島田観測井における地下水位の経年変化を第

2図に示した.

観測当初の地下水位は地表下19.65mであったが

次第に低下して昭和37年3月には35.0m以上に及んだ.

しかしたがら37年以降の地下水位は経年的に上昇お

よび下降と不規則な水位変動を示しなカミら全体的には

写真1

徳島県阿南市所在の観測井における地下水位観測用横型ドラム式自記水位計(7回巻)

写真2静岡県藤枝市所在の観測井における地下水

位観測用竪型ドラム式自記水位計(7目巻)�



一19一

次第に上昇する傾向がみとめられた.さらに48年以

降には急速な水位上昇を示し50年2月28目の地下水位

は地表下8.77mとなった.最低時の地下水位にくらべ

ると水位上昇量は26.4mとなり49年2月から50年2

月までには13.3mとなった.また川崎市水道局の資

料によれば中原区の木月･井田および刈宿にある深井

戸灘の地下水位は48年4月頃には地表下20㎜から

32.O皿を示していたのカミ49年4月以降には大部分の

深井戸の水位がいちぢるしく上昇した.49年2月から

50年2月までの地下水位の上昇量は7.83mから18.64

皿までにおよんでいる.第3図は第1図の結果と地

質調査所および他機関の観測記録を参考にして49年2

月から50年2月までに生じた大路の地下水位上昇量を示

した.地下水位が急速に上昇した地域は東横線の元

住吉駅から南武線の鹿島田駅･矢向駅および尻手駅を通

り扇町に向かって帯状に存在するようである.そし

てこの分布はこれまで本地域でもっとも地下水の大

量取得が期待できるとされていた｢多摩川の旧河道｣と

一致している.

2･2富士市

第4図に静岡県富士市田子の浦港の付近にある鈴川観

測井(深度100㎜)とN食品加工工場内にある観測井

(深度150m)における水位の経年変化を示した.鈴川

観測井の水位は42年から45年までは上昇および下降と

不規則な変動を示しなカミら次第に低下した.しかし校

がら45年5月以降は限られた時期に水位が低下したが

全体的には次第に上昇した.50年3月の水位は地表

下O.5m程度となり45年5月からの水位上昇量は4.5m
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凡例

○川山奇11j･杖浜市の観測炸

△企業の井戸

第1図川崎市･横浜市にみられる地下水位の上昇(単位:㎜)

(昭和50年2月28目付朝目新闘による)

以上となった.鈴川観測井がある工場敷地内には深

度76mから100mまでの井戸が5弁あり工場生産の最

盛時には5本の井戸で連続揚水し大量の地下水を汲みあ

げていた.この結果観測井の水位はいちぢるしく低

下した.しかしながら工場生産量の低下にともない

地下水使用量に応じて5本のうち2件あるいは1弁を

運転したため地下水汲みあげ量は従来にくらべて減少

し観測井の水位は次第に上昇した.さらに45年8

月9目には生産の操業を停止しつづいて工場を閉鎖し

たため地下水の汲みあげは全面的に停止と狂った.

第2図に示した45年以降の水位変動は工場の地下水汲
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第2図川晴市･鹿島岡観測井(深さ46m)における水位の経年変化

観測井の水位は地表下を示す.
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みあげ停止による効果と近接した工場にある揚水井灘

の地下水汲みあげによる水位干渉を反映した結果と考え

られる.この観測井カミある敷地内の他の深井戸では

48年3月18目に自噴し50年2月5日現在も自噴状態が

続いている.

N食品加工工場敷地内には深度150m前後の深井戸

カミ3弁あり1件あたりおおよそ毎分4m3の割合で

地下水を汲みあげていた.このため観測井の水位は

48年頃に5.25～6.80mの範囲を示したカ…49年8月以降

急速に上昇した.このいちぢるしい水位上昇は工場

製品の生産工程の一部操業を停止したため地下水汲み

あげ量が従来に比べていちぢるしく減少した結果であ

る.

この結果38年頃から40年頃までは従来のように年々

1～2mの割合で水位が低下するよう恋現象は生じなかっ

た.

したがってこの事実から｢工業用水法｣による地下

水採取の規制効果が確認されたものと見傲された.し

かしながら41年以降44年頃までには小低が再び低下

する傾向がみとめられ44年8月の水位は地表下27m以

上となりこれまでの最低水位を示した.45年以降に

は水位が次第に上昇する傾向カミみとめられた.とく

にこれまで例年夏季にいちぢるしい水位低下の特徴を

示していたのカミ49年1月以降にはこの特徴は全くみ

とめられず1月から12月までの水位上昇量は8m以上

となった.

2･3四日市市

第5図に四目市観測井(深度132m)における水位の

経年変化を示した.この観測井における水位変動の特

徴は例年7月から9月までに水位カミいちぢるしく低下

することと8月!5目前後および年

末から正月の休みにかけて水位が上

昇することである.観測初期の33

年4月頃の水位は地表下10m程度

を示していたがその後は年間に1

血とかある場合は2･nの割合で次

第に低下して36年8月頃の水位は

地表下23㎜以上におよんだ.この

地域にはすでに｢工業用水法｣が

適用されておって地下水の代替水

源となる工業用水道の拡張工事か終

了した38年には]段ときびしい地

下水採取の規制強化カミ行なわれた.

昭利

昭和

2･4川越市

第6図に埼玉県川越市にある観測井(深度250m)

における水位の経年変化を示した.観測井の水位は

例年6月頃から9月頃までの夏季にいちぢるしく低下す
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る傾向があり46年の年間における水位の上昇および下

降の変動量は3.5mに及んでいた.しかしなカミら48

年から50年3月まではこれまで夏季に生じたいちぢる

しい水位低下はみとめられずしかも年間の水位変動量

は2mたらずと少なくなった.第6図からも明らかな

ように48年8月以降の水位は全体的にみて次第に上

昇する傾向を示し50年3月までの水位上昇量は3mに

達した.

3.地下水の汲みあげ盤が観測井の水位にお

よぼす影響

第7図に新潟県長岡市内で実施された深度18m前後

の井戸における揚水試験の結果を示した.図中には

揚水井と観測井の配置および揚水井である4弁がそれ

ぞれ毎分200並の割合で同時に揚水した場合4弁がそ

れぞれ毎分400並の割合で同時に揚水した場合さらに

4弁がそれぞれ毎分600並の割合で同時に継続揚水した

場合における観測井01およびO｡の水位変化を示し

た.図からも明らか匁ように観測井の水位は揚水井

の揚水量増加に対庵して低下する.また観測井の水

位降下量は揚水井に近い距離にある観測井ほど大きく

揚水井からの距離カミ違く離れているほど小さくなる関係

がある.さらに4非カミ同時に揚水を停止した場合に

は揚水井の近くにある観測井の水位は急速に上昇するが

遠く離れた観測井では水位上昇量が小さくしかも水位

は前者にくらべて緩慢に上昇する.

一般に井戸で地下水を大量に汲みあげた場合揚水

井周辺の水位状態を明らかにするには次式が知られて

いる.

�㈸

･=4,TW(･)''(1)ここに･r皿

3:水位降下(m)Q:揚水量(m3/day)T:透水量

係数(m3/day/m)w(ω):井戸函数3:貯溜係数(単

位なし)ブ:揚水井から観測井までの距離(m)':揚水

継続時間(day).

例えば第7図に示したように揚水井4弁がそれぞれ

毎分600並の割合で地下水を汲みあげた場合に01観測

井における水位降下逮(5)は各揚水井の揚水による

水位降下量の総稲として示される.すなわち

∫=31+32+53+34となる.

31:揚水井W｡の揚水による水位降下量.5｡:揚水

井W;の揚水による水位降下量.∫3:揚水井W;の揚

水による水位降下量.S･:揚水井W･の揚水による

水位降下量.

また･･一島W(･)…一島W(･)･

･･一島W(･)･咋嘉π(･)･であるから･1観測井

における水位降下量の総和(5)は

･一島W(α)1･缶W(･)･･島W(･)･･島W(α)ぺ…･･(･)

として求めることができる.

また4弁の揚水量カミそれぞれ相違する場合には(2)

式で示した分子のQはそれぞれQ･Q2Q3および

Q4として求めることができる.

4.あとがき

以上各地の最近における地下水位の観測記録の紹介

および井戸の揚水によって生じる水位低下の関係などに
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ついて若干解説した.観測記録の検討から特筆したい

のは最近地下水位が異常に上昇した地域は過去に

地下水位が異常に低下した地域に共通することである.

これまで述べてきたように地下水位の変動は自然

の作用に加えて人間の生活活動による作用が加わってい

る.したがってその変動は自然の作用に大きく依存

する他の地質現象とくらべて地域的あるいは局地的で

あるがか在り速度が大きい.それにしても3年

5年という短期間の観測では自然あるいは人為による

異常がはさまれることがあって全体の傾向を把握する

ことは困難である.逆に言えば地下水は主として降

水によって補給されるのでその水位は季節によって変

化する.したがって年間を通じた観測をも欠かすこ

とはできない.地下水位は場所一地理的位置･深度お

よび地質条件一によってもそれぞれ相違カミある.す放

わち異った地下水盆同じ地下水盆でもその中の位

置と深度によって違うのである.さらにその変動が

人為的作用に大きく依存していることから社会的条件

も重要な要因と怒る.最近各地にみられた地下水位

の異常な上昇についての詳細な検討は自然的な立場ば

かりでなく社会的な立場からも併せてなされる必要が

ある.(筆者は応用地質部水資源課)
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…富山湾この知られざる世界

言藤井昭二編著変形A5版274ぺ一ジ當山文庫3

;株式会社巧玄出版(富山市)刊1974年3,800円

…

;編著者を含めて11名の著者による執筆で富山湾に関するす

…べて一地学･生物･工業･漁業･海運史など一を多角的にあつ

“

ミかい今後に捌ナる富山湾の利用という観点も含めて1974年

三現在の富山湾の自然･生活自然史･生活史をありのままにみ

;つめてまとめあげたものである.

…富山湾は本州中部で冒本海に面する唯一の大き狂湾とし

葦て古くから漁業･海運カミさかんでありまた唐山港･伏木港

;をバックとして工業地帯が発達してきた.それとともに當山

書湾は日本海沿捧で最も水質汚染が悪化した湾となり1973年に

;は水銀汚染カミ社会的問題と狂った.いっぽう富山湾の自然に

…関してはとくに展気楼･ホタノレイカは有名である･沿岸の一

;部では海波の威力による海岸侵食によってなやまされている.

…将来さらに富山湾を有効に利用しかつともすればそれにつ

きものの環境破壊から富山湾をまもるためにはまず現実を分

析し諸要因を明らかにしまた多くの人にしってもらわなけれ

ぱならない.本書は多分主としてそのような観点から編集･

執筆されたものと思われその意味では成功している｡全章

を通じて写真･図は豊富で文章も平易専門用語には注釈か

づけられている.また参考文献も多数つけられ全体として

理解しやすい.

主要目次は次のとおりである.
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慶気楼とホタルイカありし目の富山湾富山湾の自然港湾葦

と工業漁業漁民と信仰海運史未来への夢富山湾…

の歴史と文学を語る…

…

三

日本海の謎…

…;

細野義夫著A5版189ぺ一ジ株式会社築地書館刊書

1975年1,800円“

三

本書は地質学的立場から日本海に関する地学的問題をわか…

りやすく解説したものである.おもな目次は下記のとおり.妻

…

全

序章･その名は“日本海"1海底の世界2対談｢大三

和雄を語る｣3海底への挑戦4海の現代史一過去ξ

1万年一5閉じた海一氷河時代の日本海6海の伝…

記一成長の記録をたずねて7海のはじまり8日本夏

海一おいたちの謎;

…

第4章までは日本線そのものの地形･地質･地球物理を主と

してあつかい第5章～第7章は沿岸陸地の地質からみた主と

して新第三紀･第四紀の日本海の発達吏とそれに関する問題を

のべている.最後の第8章では日本海の成因･成立過程をめ

ぐる種々の｢陥没説｣･｢裂開説｣を解説している.

肩本海の地学的諸問題に関する最近の諸資料にもとづくまとま

った解説書としてまた日本海を中心としてかかれた地学の入

門書ともして広く読んでいただきたい手ごろな書である.

(水野篤行)
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